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小
水
力

インドネシアの
現地法人が
7.2MW小水力発電
事業始動

一部設備にリースファイナンス利用、事業リスク分散

３
５
０
ｋ
Ｗ「
丹
生
川
水
力
発
電
所
」運
開

中
部
電
力
：
岐
阜
県
高
山
市
で

日
本
工
営

ダ
ム
の
河
川
維
持
流
量
利
用
し
発
電

建
設
が
始
ま
っ
た
小
水

力
発
電
施
設
の
場
所
◀

「丹生川水力発電所」全景

▼現地写真

「
ゆ
と
り
」は
、い
ま
世
界
で
必
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
㊴

育
で
、
小
・
中
学
期
間
を
す

べ
て
過
ご
し
た
学
年
は
、
１

９
９
５
年
度
生
ま
れ
の
人
た

ち
で
あ
り
、
そ
の
真
価
の
生

き
証
人
と
い
え
る
。

▼
「
ゆ
と
り
」
こ
そ
が
自
己

の
能
力
を
引
き
出
す

世
間
・
一
般
で
は
、
ゆ
と

り
教
育
は
、
間
違
っ
て
い
た

と
考
え
る
人
が
多
く
、
現
在

で
は
、
ほ
ぼ
以
前
の
教
育
内

容
に
戻
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
私
は
、
田
舎

育
ち
で
あ
る
の
で
、
の
び
の

び
と
し
た
教
育
が
好
き
で
、

「
ゆ
と
り
教
育
」
の
賛
同
者

で
、
そ
の
必
要
性
や
妥
当
性

の
理
解
者
の
つ
も
り
で
あ

る
。
そ
ん
な
訳
で
、
千
葉
大

学
に
在
職
し
て
い
た
時
に

は
、「
ゆ
と
り
教
育
」
を
、

文
科
省
の
審
議
官
と
し
て
普

及
推
進
さ
れ
た
寺
脇
研
氏

（
文
科
省
退
職
、
大
学
教

授
、
映
画
評
論
家
等
）
に
、

「
科
学
技
術
と
現
代
社
会
」

の
科
目
で
、
２
０
１
３
年
５

月
に
講
義
し
て
い
た
だ
い
た
。

こ
の
年
度
は
、
先
述
し
た

よ
う
に
、
寺
脇
氏
が
進
め
て

き
た
「
ゆ
と
り
教
育
」
を
、

小
・
中
・
高
の
す
べ
て
の
学

年
で
履
修
し
た
世
代
で
あ
っ

た
。
目
の
前
に
い
る
大
学
生

が
、
ゆ
と
り
の
教
育
の
生
き

証
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で

話
題
に
な
っ
た
の
は
、
ゆ
と

り
世
代
の
活
躍
の
可
能
性
に

つ
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
効

果
が
、
現
れ
て
い
る
の
は
、

ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
の
分
野

で
、
確
か
に
、
世
界
を
舞
台

に
受
賞
や
活
躍
し
て
い
る
若

者
が
増
え
て
い
る
。
イ
ン
タ

ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、
以

下
の
よ
う
で
あ
る
。

◇
１
９
８
７
年
生
◇
田
中
理

恵
（
体
操
）・
安
藤
美
姫

（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
）

◇
１
９
８
８
年
生
◇
田
中
将

大
（
野
球
）・
福
原
愛
（
卓

球
）・
内
田
篤
人
（
サ
ッ
カ
ー
）

◇
１
９
８
９
年
生
◇
錦
織
圭

（
テ
ニ
ス
）・
内
村
航
平
（
体

操
）・
田
児
賢
一
（
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
）・
立
川
理
道
（
ラ

グ
ビ
ー
）

◇
１
９
９
０
年
生
◇
浅
田
真

央（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
）

◇
１
９
９
１
年
生
◇
石
川
遼

（
ゴ
ル
フ
）

◇
１
９
９
２
年
生
◇
松
山
英

樹
（
ゴ
ル
フ
）

◇
１
９
９
４
年
生
◇
羽
生
結

弦
（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
）・
萩
野

公
介
（
競
泳
）

寺
脇
氏
は
、
科
学
技
術
分

野
の
人
は
、
研
究
成
果
が
必

要
で
あ
り
年
数
が
掛
る
が
、

今
後
き
っ
と
ノ
ー
ベ
ル
賞
を

取
る
よ
う
な
人
が
、
ゆ
と
り

世
代
の
中
か
ら
現
れ
る
だ
ろ

う
か
ら
、
君
た
ち
も
頑
張
る

よ
う
に
と
、
言
葉
を
掛
け

た
。
一
部
の
学
年
で
、
ゆ
と

り
教
育
を
受
け
た
世
代
で
あ

る
が
、
今
年
５
月
の
「
イ
ン

テ
ル
国
際
学
生
科
学
技
術
フ

ェ
ア(

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

Ｉ
Ｓ
Ｅ

Ｆ)

２
０
１
６
」
で
は
、
優

秀
賞
や
最
優
秀
賞
な
ど
を
受

賞
す
る
実
績
が
出
て
い
る
。

▼
「
ゆ
と
り
」
を
活
か
す
社

会
づ
く
り

ゆ
と
り
賛
同
者
と
し
て

は
、「
ゆ
と
り
」
を
持
っ
た

暮
ら
し
や
社
会
を
標
榜
し
た

い
。
世
間
・
一
般
の
方
々

も
、「
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら

し
」
「
ゆ
と
り
あ
る
老
後
」

な
ど
と
い
う
こ
と
に
は
、
反

対
を
唱
え
る
方
は
、
い
な
い

だ
ろ
う
。
異
議
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
そ
の
現
実
感
に
つ
い

て
で
あ
り
、
理
想
と
現
実
と

の
乖
離
に
つ
い
て
で
あ
ろ

う
。「
ゆ
と
り
教
育
」
に
よ

り
学
力
低
下
や
、
積
極
性
を

欠
く
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
、

風
評
と
も
と
れ
る
評
価
が
生

じ
、
こ
れ
に
父
母
が
反
応

し
、
折
角
導
入
さ
れ
た
創
造

性
教
育
や
独
自
性
育
成
の
芽

が
摘
ま
れ
て
し
ま
っ
た
と
危

惧
し
て
い
る
。

教
育
に
お
い
て
国
民
的
な

成
果
や
影
響
を
与
え
る
に
は

や
は
り
年
数
を
要
す
る
が
、

経
済
や
産
業
な
ど
社
会
的
な

情
勢
は
、
時
間
を
あ
ま
り
必

要
と
せ
ず
風
潮
を
つ
く
り
出

す
。
一
つ
の
デ
ー
タ
と
し

て
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
推
移
を

左
図
に
示
す
。
安
倍
総
理
も

Column▼
ゆ
と
り
教
育
＆
ゆ
と
り
世
代

「
ゆ
と
り
」
と
い
う
と
、

思
い
出
す
の
は
、「
ゆ
と
り

教
育
」、
あ
る
い
は
「
ゆ
と

り
世
代
」
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
？
小
・
中
学
校
で
の
教
育

内
容
が
、
詰
め
込
み
教
育
か

ら
の
脱
却
、
登
校
拒
否
や
い

じ
め
、
落
ち
こ
ぼ
れ
な
ど
を

回
避
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し

て
、
１
９
９
２
年
の
学
習
指

導
要
領
の
改
正
に
よ
り
行
わ

れ
た
教
育
を
い
う
。
こ
の
年

度
か
ら
は
、
学
校
週
５
日
制

が
導
入
さ
れ
、
授
業
時
数
が

削
減
さ
れ
、
学
習
内
容
も
削

減
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
こ
と

で
、「
ゆ
と
り
教
育
」
と
呼

ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
改
正
は
学
年
進
行
と
と
も

に
行
わ
れ
、
そ
の
後
ゆ
と
り

教
育
に
反
省
が
加
え
ら
れ
、

つ
い
に
は
廃
止
さ
れ
た
の

で
、
２
０
０
２
年
度
か
ら
２

０
１
０
年
度
ま
で
が
、
ゆ
と

り
教
育
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
期
間
に
１
年
間
で
も

ゆ
と
り
教
育
を
受
け
た
生
徒

は
、
１
９
８
７
年
４
月
２
日

生
ま
れ
か
ら
２
０
０
４
年
４

月
１
日
生
ま
れ
ま
で
で
あ

る
。
２
０
０
８
年
か
ら
は

「
脱
ゆ
と
り
」
に
向
け
て
の
移

行
期
間
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の

で
、
ゆ
と
り
教
育
の
下
で
履

修
し
た
世
代
は
、
１
９
８
７

年
～
１
９
９
６
年
生
ま
れ
の

９
年
間
が
、
い
わ
ゆ
る
「
ゆ

と
り
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
。

現
在
の
年
齢
で
は
、
29
歳
～

20
歳
ぐ
ら
い
の
方
々
に
な
る
。

そ
の
中
で
も
、
ゆ
と
り
教

し
ば
し
ば
、「
名
目
Ｇ
Ｄ

Ｐ
」
を
引
用
す
る
が
、
米
国

と
中
国
の
推
移
は
、
１
９
９

０
年
か
ら
と
も
に
右
上
が
り

で
あ
る
が
、
日
本
の
そ
れ
は

こ
の
間
、
ほ
と
ん
ど
横
ば
い

で
あ
り
、
失
わ
れ
た
20
年
や

25
年
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る

デ
ー
タ
で
あ
る
。

１
９
８
７
年
以
降
に
生
ま

れ
た
「
ゆ
と
り
世
代
」
の

方
々
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
直
後

に
小
学
校
に
入
学
し
、
景
気

低
迷
時
代
に
学
童
期
（
小

学
）、
青
年
前
期
（
中
学
）・

中
期
（
高
校
）
を
過
ご
し
て

い
る
。
こ
の
人
格
形
成
期

に
、
経
済
成
長
が
な
く
、
プ

ラ
ス
志
向
す
る
未
来
観
を
抱

く
こ
と
が
来
な
か
っ
た
の
で

は
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
ゆ
と
り
教
育
よ
り
も
横

ば
い
の
社
会
経
済
が
若
者
の

人
格
形
成
に
寄
与
し
た
の
で

は
と
、
思
っ
て
し
ま
う
。

▼
い
ま
こ
そ
「
ゆ
と
り
」
が

大
事Ｉ

Ｓ
に
よ
る
テ
ロ
、
北
朝

鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
開
発
な

ど
、
世
界
に
緊
張
を
つ
く
り

出
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は

何
で
あ
ろ
う
。
今
日
、
そ
の

風
潮
に
、
直
達
的
に
反
応
す

る
必
要
は
な
い
。
世
界
の
社

会
不
安
は
、
校
内
暴
力
・
い

じ
め
・
落
ち
こ
ぼ
れ
・
登
校

拒
否
な
ど
の
教
育
現
場
の
崩

壊
と
も
似
て
い
る
。

「
ゆ
と
り
」
は
、

「

よ

ゆ

う
（

余

裕
）」
が
あ
る
こ

と
と
、
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

日
本
文
化
に
は
、

余
白
の
文
化
が
あ

る
。
時
間
と
空
間

に
お
く
「
間
」
の

効
果
で
あ
る
。
本
コ
ラ
ム
㉜

（
本
紙
第
50
号
・
２
０
１
６
年

４
月
18
日
発
行
）
で
は
、
宗

達
の
屏
風
絵
「
風
神
雷
神
」

を
紹
介
し
た
。
左
右
に
描
か

れ
た
風
神
と
雷
神
の
間
に
広

い
金
箔
の
余
白
が
取
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
余
白
は
、
両
神

に
と
っ
て
、
そ
し
て
こ
の
屏

風
絵
の
世
界
に
と
っ
て
、
有

用
で
必
須
な
空
間
で
あ
る
。

空
間
の
余
白
ば
か
り
で
な
く
、

時
間
の
余
白
も
大
事
で
あ
る
。

日
本
の
音
曲
、
中
国
の
京
劇
、

そ
し
て
オ
ペ
ラ
や
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
な
ど
の
音
楽
に
も
、
ハ

ー
モ
ニ
ー
や
リ
ズ
ム
（
律
動
）

を
活
か
す
時
間
の
余
白
が
あ

る
。
い
ま
、
世
界
に
も
余
裕

や
余
白
が
ほ
し
い
。

ゆ
と
り
教
育
の
崩
壊
に

は
、
土
曜
日
の
時
間
を
過
ご

す
図
書
館
や
博
物
館
、
そ
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
者
な

ど
、
広
い
分
野
に
つ
い
て
生

徒
の
思
考
を
活
か
す
社
会
基

盤
と
、
何
よ
り
も
、
家
庭
の

支
え
が
十
分
で
な
か
っ
た
よ

う
に
思
え
る
。
こ
れ
も
余
裕

の
不
十
分
さ
で
あ
る
。
私
た

ち
が
暮
ら
す
の
は
、
地
上
で

あ
る
。
都
市
の
多
様
性
も
魅

力
で
は
あ
る
が
、
自
然
や
生

命
が
満
ち
た
田
舎
に
は
、
余

裕
が
多
い
。
余
白
も
多
い
。

し
た
が
っ
て
ゆ
と
り
も
あ

る
。
自
然
は
、
生
き
る
意
味

も
教
え
て
く
れ
る
。
夏
休
み

と
な
っ
た
が
、
い
ま
こ
そ
、

非
日
常
観
を
体
験
し
、
自
己

の
興
味
を
再
発
見
す
る
格
好

の
機
会
で
あ
る
。
自
然
の
深

淵
さ
を
知
り
、
持
続
可
能
な

未
来
を
考
え
る
、
時
空
間
の

余
白
・
余
裕
・
ゆ
と
り
を
持

ち
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
、
明
日
を
生
き
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
源
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

中
部
電
力
は
６
月
29
日
、

岐
阜
県
高
山
市
で
建
設
工
事

を
進
め
て
き
た
「
丹
生
川
水

力
発
電
所
」
が
運
転
を
開
始

し
た
と
発
表
し
た
。
最
大
出

力
は
３
５
０
㌗
の
予
定
、
年

間
発
電
量
は
一
般
家
庭
約
５

８
０
世
帯
分
の
年
間
使
用
料

に
相
当
す
る
約
２
１
０
万
㌗

時
を
想
定
し
て
い
る
。

同
発
電
所
は
、
岐
阜
県
お

よ
び
高
山
市
が
所
有
す
る
丹

生
川
ダ
ム
の
直
下
に
建
設
し

た
発
電
所
で
、
有
効
落
差
は

47
・
９
㍍
。
河
川
維
持
流
量

を
利
用
し
、
最
大
使
用
水
量

は
毎
秒
１
立
方
㍍
と
な
る
。

岐
阜
県
が
管
理
す
る
ダ
ム
に

が
水
力
発
電
施
設
の
施
工

監
理
を
行
う
こ
と
で
事
業

費
節
減
に
努
め
、
水
車
・

発
電
機
な
ど
設
備
の
一
部

に
つ
い
て
リ
ー
ス
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
を
利
用
す
る
こ
と

で
リ
ス
ク
分
散
を
図
る
。

同
社
は
小
水
力
発
電
の

み
な
ら
ず
太
陽
光
、
地
熱

発
電
な
ど
長
期
的
な
成
長

が
見
込
め
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
へ
の

投
資
を
検
討
し
て
い
る
。

今
回
の
小
水
力
発
電
事
業

を
グ
ル
ー
プ
の
初
の
海
外

水
力
事
業
案
件
と
位
置
付

け
、
将
来
的
に
は
水
力
Ｉ

Ｐ
Ｐ
（
独
立
系
発
電
事
業

者
）
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル

展
開
を
構
想
し
て
い
る
。

同
社
が
建
設
し
た
水
力
発
電

所
と
し
て
は
、
２
０
１
５
年

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
最

大
手
の
日
本
工
営
は
こ
の
７

月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
現
地
法

人
の
チ
カ
エ
ン
ガ
ン
テ
ィ
ル

タ
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
ジ
ャ
カ
ル

タ
市
）
が
５
月
23
日
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
国
有
電
力
会
社

（
Ｐ
Ｔ
・
Ｐ
Ｌ
Ｎ
）
と
売
電

契
約
を
締
結
し
、
６
月
29
日

に
小
水
力
発
電
施
設
の
建
設

に
着
手
し
た
と
発
表
し
た
。

日
本
工
営
は
２
０
１
３

年
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
西
ジ
ャ

ワ
州
チ
カ
エ
ン
ガ
ン
川
に
小

水
力
発
電
の
開
発
権
を
持
つ

現
地
企
業
チ
カ
エ
ン
ガ
ン
テ

ィ
ル
タ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
行

済
み
株
式
の
９
割
を
取
得

し
、
経
営
権
を
握
っ
た
。
今

回
の
売
電
契
約
の
締
結
を
機

り
、
同
社
は
県
営
ダ
ム
の
う

ち
、
阿
多
岐
水
力
発
電
所
と

丹
生
川
水
力
発
電
所
の
建
設

を
決
定
し
た
。
先
に
着
工

し
、
完
成
し
た
阿
多
岐
水
力

発
電
所
が
同
県
で
初
め
て
登

録
制
を
適
用
し
た
発
電
事
業

と
な
っ
た
。
な
お
、
同
社
が

利
用
す
る
流
水
の
占
用
料
は

岐
阜
県
の
収
入
と
な
る
た

め
、
財
政
面
の
メ
リ
ッ
ト
は

少
な
く
な
い
。

同
社
が
同
県
に
所
有
す
る

ダ
ム
と
し
て
は
、
矢
作
第
二

ダ
ム
（
同
恵
那
市
）
の
直
下

に
建
設
し
た
「
新
串
原
水
力

発
電
所
」（
最
大
出
力
２
３

０
㌗
）
が
あ
り
、
２
０
１
５

年
６
月
か
ら
営
業
運
転
を
続

け
て
い
る
。

れ
て
お
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
の
も
と
小
水
力

発
電
事
業
が
脚
光
を

浴
び
て
い
る
。

日
本
工
営
は
、
１

９
６
０
年
代
か
ら
50

年
以
上
に
わ
た
り
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で

の
水
力
発
電
事
業
の

計
画
・
設
計
・
施
工

監
理
を
行
っ
て
き

た
。
今
回
の
事
業
で

は
、
同
社
グ
ル
ー
プ

改
定
さ
れ
、
河
川

維
持
放
流
に
よ
る

水
力
発
電
の
設
置

が
「
許
可
制
」
か

ら
「
登
録
制
」
と

な
り
、
手
続
き
の

簡
素
化
・
円
滑
化

が
図
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で

小
水
力
発
電
を
実

施
し
や
す
く
な
っ

た
。こ

の
規
制
緩
和

が
追
い
風
と
な

７
月
に
営
業
開
始
し

た
「
阿
多
岐
水
力
発

電

所

」（

同

郡

上

市
）
に
続
き
２
箇
所

目
と
な
る
。

高
い
山
と
長
い
川

に
囲
ま
れ
た
岐
阜
県

は
「
清
流
の
国
ぎ

ふ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
掲
げ
、
県

が
管
理
す
る
ダ
ム
に

お
い
て
河
川
環
境
の

保
全
、
農
業
用
水
な

ど
の
取
水
を
目
的
と

し
た
放
流
水
を
利
用
し
た
小

水
力
発
電
を
推
進
し
て
い
る
。

中
部
電
力
は
２
０
１
１
年

10
月
、
岐
阜
県
か
ら
県
が
所

有
す
る
ダ
ム
に
お
け
る
発
電

所
建
設
の
提
案
を
受
け
、
検

討
を
進
め
た
。
そ
の
後
、
２

０
１
３
年
12
月
に
河
川
法
が

佐
藤
建
吉

代
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事
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に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
版
Ｆ

Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格
買
取
制

度
）
を
適
用
し
た
売
電
事

業
に
本
格
的
に
参
入
す
る
。

小
水
力
発
電
施
設
は

３
・
59
㍋
㍗
の
横
軸
フ
ラ

ン
シ
ス
型
水
車
を
２
基
建

設
す
る
。
発
電
方
式
は
純

粋
流
込
み
式
で
、
設
計
流

量
は
毎
秒
８
・
２
立
方

㍍
、
有
効
落
差
は
１
０

１
・
６
㍍
。
設
備
容
量
は

７
・
２
㍋
㍗
、
年
間
売
電

量
は
46
・
７
㌐
㍗
時
（
設

備
利
用
率
74
％
）
を
見
込

ん
で
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、

現
在
の
水
力
発
電
容
量
約

４
０
０
０
㍋
㍗
を
、
２
０

１
９
年
に
６
３
０
０
㍋

㍗
、
２
０
２
８
年
に
は
１

万
５
０
０
０

㍋
㍗
ま
で

増
強
す
る
計
画
が
進
め
ら


